










Guthrie 教授が新生児の微量の血液を用いた細菌増殖阻止試験(Bacterial inhibition 

assay,以下 BIA 法)によるマススクリーニングを提唱してから,今年で丁度 4半世紀が経過

した。アメリカ合衆国,カナダ,西ドイツ等の諸国ではこの提案に逸早く応えてスクリーニ

ングシステムを発展させたが,日本では全国的に実施されたのは昭和 52年秋であって上記

の諸国に比較して立遅れの感は否めない。しかし,発足後の官民一体となった努力により昭

和57年度には受検率は約98%にも達し,毎年多数の患児を見出すなど大きな成果を挙げて,

わが国の母子保健に関する施策の中でも重要な位置をしめるに至った。比較的短期間の内

に十分の実績を挙げ得たことについては国際的にも極めて高い評価を得ていることを関係

者各位とともによろこびたい。 

この実績を踏まえて「マススクリーニングシステムに関する研究班」が厚生省心身障害研

究の一環として昭和 58 年度から新しく編成され,研究を続けている｡もとより新生児マス

スクリーニングに関する研究班はこれが最初のものではなく,遠く昭和 42 年から多くの研

究者の協力により連綿と継続され,将来のマススクリーニング実施に備え慎重なパイロッ

トスタディを繰返してきた。今日のスクリーニングが大きなトラブルもなく発展を続けて

来られた蔭には,それ以前の約 10 年に亘る行政担当官と研究者間の地道な努力と協力があ

って初めて実ったものであることを忘れることは出来ない。しかし,反面において発足当時

は予想出来なかった種々の新しい問題が生じていることもまた真剣に受けとめ,それを再

び克服して国民の期待に応えなければならない役割をも担うものである。そのためには研

究のテーマが次第に分散し,いろいろの研究班に分れて所属する傾向にあったマススクリ

ーニングの研究者達が一堂に会して討議し,衆智を集めて成果を挙げることこそ望ましい

形であるとしてこのような研究班の編成が行われたものである。発足初年度は主に現状に

おける問題点を指摘することに重点をおき,2 年目に当る今年度はそれらの点を是正する

ための討論や試みにウエイトを置いた。3年目の昭和 60 年度報告書ではマススクリーニン

グの展開および改善に関する提言を中心に記載する予定である。 


